
八幡民報
2023 年 4月 19日号　発行：日本共産党山城地区委員会　電話：0774-46-9804

日本共産党山城地区委員会は、上記の政策と見解を発表しました。
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ＵＲを民営化して

資産 1.5 兆円を

防衛費増額に使え
って？

住み続けられる
男山のまちづくりを

　参議院の予算委員会で３月末、維
新の会の東徹議員（大阪選挙区）が、
ＵＲ都市再生機構を民営化して、そ
の資産１・５兆円を防衛費増額に使
えと主張しました。

　維新の会は、2017 年 UR 完全民
営化法案を提出しており、維新の会
としてＵＲ民営化は一貫した主張の
ようです。

ご存知
ですか

ＵＲ民営化
維新の主張

　この立場は、男山団地などＵＲ住宅に住む人た
ちの住まいを脅かし、ＵＲ団地に住み続けること
ができなくなってしまいます。

　ＵＲ都市再生機構が 2008 年に男山団

地の縮小・再編計画を出した時、八幡市

議会では、日本共産党をはじめ全会一致

で意見書を採択。ＵＲに、住民合意を得

ること、住民の居住の安定の確保、市の

まちづくり施策との整合を図ることを要

請しました。

　これがきっかけとなって、「住み続けら

れる男山のまちづくり」をテーマに、八

幡市と京都府、関西大学、ＵＲが協議す

る場が設けられました。そして、地域医

療福祉拠点計画に基づいて、男山団地に

エレベーター１７基が設置され、特別養

護老人ホーム、ケアハウス「あんしんサ

ポートハウス」の複合施設ができました。

　エレベーター設置では、政府の補助金

を活用し、介護施設の「あんしんサポー

住まいが住まいが！！危ない危ない

トハウス」の建設時には、ＵＲの協力で

土地を確保でき、京都府の支援もうけま

した。

　維新の会が主張するようにＵＲを民営

化すれば、こうした国と自治体の支援や

ＵＲの協力を得ることが難しくなり、「住

み続けられる男山のまちづくり」の根底

が崩れてしまいます。家賃の高騰などの

懸念もあります。

　日本共産党は、エ

レベーター設置や医

療・介護の施設の充

実を進め、安心して

住み続けられるまち

づくりを進めます。


